
I-TRIZ Clubのご入会特典

【開催日時（予定）】
２０１１年８月～２０１２年３月 （会場：ウィルフォート国際特許事務所）
１３：３０～１７：００を予定。
※日程は各回、変更となる可能性がございますので、お問合せください。

主催：ウィルフォート国際特許事務所

Ｉ－ＴＲＩＺ実践セミナー（Basicコース）スケジュール

I-TRIZ Club設立 のご挨拶

I-TRIZ Clubなら確実にイノベーター資質が身につく

“製造業の使命はイノベーションである”
これは2010年4月号のDIAMONDハーバード・ビジネスレビューの提

言です。今の時代、ありとあらゆる便利なモノが市場に溢れています。
魅力のない製品なんて見向きもされません。好調に売れているのは
イノベーティブなモノだけです。勝者になりたいなら、もっと積極的に
イノベーションに取り組まなくてはなりません。イノベーションは、今、
モノづくり企業の最大の課題なのです。

イノベーションを生むための方法論としてTRIZ（発明的問題解決理論）が世界中で活
用されています。このTRIZにVE（価値工学）を取り入れ一層パワフルに再構築した方
法論がI-TRIZです。欧米の多くの企業や大学がI-TRIZを用いて目を見張るべき成果
をあげています。アジアや南米の企業もこれを使って急速に革新力を高めています。

しかし、日本でこの方法論を活用している企業はごく僅かです。大抵の企業は昔ながら
の試行錯誤の方法に頼っています。高速化する革新競争に勝てるかどうか心配です。

I-TRIZ Clubは、I-TRIZを開発した米国Ideation International社と提携し、
同社の正式の訓練プログラムを用いて、I-TRIZを実際に活用できるレベルまで教育い
たします。 １年後、あなたは現在より格段に、イノベーティブなあなたに進化しています。

お申込受付・内容に関するお問合せ
特許業務法人 ウィルフォート国際特許事務所 【URL】 http://www.willfort.com/
〒101-0052
東京都千代田区神田小川町3-3 神田小川町トーセイビルⅡ 7F
電話 03-6273-7293 FAX 03-6273-7294 担当：上村麻理子

【参加費】年間参加費：252,000円（税込）

弁理士の方がこのセミナーを受講し、所定の申請をすると、外部研修と
して３単位が認められます（日本弁理士会の継続研修として申請中）。

①ワンランク上の発明力が確実に身につく「Ideation Brainstorming」日本語版ソフト（約２万円相
当）を無料進呈します。
②毎月１時間、電話またはＦＡＸ等での「無料開発相談」が受けられます。
③ウィルフォートが開催する特定有料セミナーに無料でご参加いただけます。



Ｉ－ＴＲＩＺ実践セミナー（Basicコース）の日程

日時 講座 内容

8月25日 入門者向け
第1段階講義

I-TRIZの概要と基礎
• TRIZ, I-TRIZおよびI-TRIZシステム
• I-TRIZ基礎: 発明のレベル、矛盾、発明のパターン、進化パターン
• 理想性と資源

アイデエーション・
ブレーンストーミング

・アイデエーション・プロセスを理解する。

・アイデエーション・ブレーンストーミング手法をどう使うかを学習す
る。

・システム・アプローチを学習する。
・システムの構成要素が変わると起こることを理解する。
・システム・アプローチを使用して目的を定義する方法を
学習する。

9月15日 入門者向け
第2段階講義

タスク、指針、
オペレータ

・機能モデルに基づいてどのようにタスクを作成するかを学習する
・指針とオペレーターに関して学習する

ケース・スタディ
理想性と資源

・問題を解決するために理想性と資源の概念がI-TRIZでどのように
適用されるかの例を見る。

・ローカルの理想性が問題解決過程にどう影響するか理解する。

9月29日 入門者向け第1, 2段階演習 第1, 2回で学んだ内容を演習形式で実践します。

10月13日 実務者向け
第1段階講義

Innovation 
WorkBench

・Innovation WorkBenchソフトウェア(IWB)に具現化された
問題解決手法を学習する。

・IWBの中でアイデエーション・プロセスがどのように
実行されるか理解する。

・イノベーション・シチュエーション・クエステョナリ(ISQ)に精通する。

11月24日 実務者向け第1段階演習 実務者向け第1回で学んだ内容を演習形式で実践します。

12月15日 実務者向け
第2段階講義

問題的状況の
モデル化

・問題解決過程でプロブレム・フォーミュレータをどう使用するかを
理解する。

・プロブレム・フォーミュレータを使用して問題的状況をモデル化す
る方法を学習する。

・種々の矛盾を特定できるようになる。
・もっと高度なダイアグラムを作る方法を学習する。

問題公式化
およびタスク選択

• イノベーションのためのI-TRIZ指針(タスク)に関して学習する
• プロブレム・フォーミュレータ・モデルと指針の関係を理解する
• 更に検討すべき指針を選択する方法を学習する。

1月12日 実務者向け第2段階演習 実務者向け第2回で学んだ内容を演習形式で実践します。

1月26日 実務者向け
第3段階講義

オペレーターの
システム

・プロブレム・フォーミュレータ・ダイアグラムの読み方を学習する
・イノベーションのための指針に関して学習する
・洗練された指針に関して学習する
・アイデアを生成するためにIWB知識ベースをどのように使用する
か理解する

2月23日 実務者向け
第4段階講義

コンセプトを開発し結
果を評価する

• アイデアを組み合わせてコンセプトにする
• その結果生じるタスクを除去する
• コンセプトを次世代へ進化させる
• 成功基準に適合させる
• 潜在的な失敗を明らかにして防止する
• 効果的な実施計画を作る

I-TRIZシステム
• I-TRIZシステム
• 組織へI-TRIZを統合する
• I-TRIZサーティフィケイション・プログラム

3月22日 実務者向け第3,4段階演習 実務者向け第3,4回で学んだ内容を演習形式で実践します。
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